
ＪＡ自己改革推進レポート（ＪＡ鳥取いなば）５月号 

令和５年５月２４日 

ＪＡ鳥取県中央会 

１．ＪＡ自己改革実践状況 

（１）ＪＡ鳥取いなばの取り組み 

① 特産「鳥取砂丘らっきょう」生育調査 

ＪＡ鳥取いなば福部支店は４月１８日、地理 

的表示（ＧＩ）保護制度に登録され８年目を迎

える特産「鳥取砂丘らっきょう」の生育調査を

鳥取市で実施した。 

県、ＪＡ全農とっとり、ＪＡなどの約２５人

が３０地点の畑からラッキョウを採取し、葉長

や分球などの数値を計測した。調査結果は、過

去のデータと照らして作柄状況を予測し、５月

末の出荷に向け、収量確保と品質の高位平準化

につなげる。今年は調査地点を前年の２５地点

から増やし、かん水地域などの生育差データを 

明瞭化する。 

 

 

② アスパラガス春芽 順調 

ＪＡ鳥取いなば管内で、アスパラガスの春芽 

の出荷が順調である。鳥取市のＪＡ河原支店に

ある拠点集出荷施設で作業員が品位や規格を

確認して箱に詰める。春芽は４、５月に出荷し、

５月上旬に最盛期を迎えた。令和５年産全体で

は、４月から１０月上旬にかけ、県内市場を中

心に約３０㌧の出荷を計画している。 

同ＪＡでは、アスパラガスを重点品目に位置 

付け、販売高向上と生産振興に力を入れてい

る。増反する生産者に苗の助成を実施するほ

か、平成２３年度に拠点集出荷施設を整備し、

平成２８年度に自動計量結束機を導入するな

ど、農繁期の作業軽減も進めている。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 



③ 清香苑かわはら ふれあい健康グラウンド・ゴルフ大会 

ＪＡ鳥取いなば河原・郡家・船岡支店は４月 

１１日、鳥取市の河原町総合運動場で第３回

「清香苑かわはら」ふれあい健康グラウンド・

ゴルフ大会を開催した。３年ぶりの開催で、組

合員、地域住民との交流、持続的な健康増進を

目的に１０２人が出場した。 

競技の結果、個人戦で井上幸誠さんが優勝し

た。 

 

 

 

 


